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小岩先生コラム／作品紹介

1.はじめに

小岩先生コラム

子牛のマイコトキシン中毒
― 耳介角化、尾壊死、後肢関節壊死脱落 ―

コラム
第13回

　マイコトキシン（カビ毒）は、カビの二次代謝産物として生産さ
れるヒトと動物に有害な化合物の総称であり、今日までに300
種類以上の飼料由来のマイコトキシンが確認されている。アフ
ラトキシンは肝臓毒、オクラトキシンは腎臓毒、麦角アルカロイ
ドは神経毒、フモニシンは神経毒と肝臓毒、デオキシニバレノー
ル（DON）は腸管・吐血毒、ゼアラレノンは繁殖毒の代表的なマ
イコトキシンである。
　放牧牛では麦角中毒、スズメヒエ中毒（旋回病）、スウィートク
ローバー中毒が、また貯蔵飼料を給与されている乳牛において
は、アスペルギルス属カビが産生するアフラトキシン（肝臓障
害）、フザリウム属カビが産生するDON（採食・乳量減少）とゼア
ラレノン（エストロゲン反応撹乱）、T-2トキシン（胃腸炎）、フモ
ニシン（慢性肝障害）が最も重要なマイコトキシンである。
　また、成牛のマイコトキシン中毒では下痢や皮膚疾患、肝臓
疾患の症状を示す例が主であるが、子牛のマイコトキシ中毒で
は耳介先端の角化症（写真2）、尾（主に中央部）の壊死（写真
3）、後肢球節部の壊死脱落と球節炎、脱蹄（写真4、5、6）に伴う
起立難渋と跛行であり食欲の低下は軽度である。

2.原因と症状
　本症の原因はマイコトキシンに汚染された飼料の母牛への
給与であり、母牛にマイコトキシン汚染飼料を給与した結果、マ
イコトキシンが原乳中に移行し、そのマイコトキシンに汚染した
原乳を子牛が摂取したことが誘因であると示唆される。
　本症の症状は尾（主に中央部）の壊死、後肢球節部の壊死脱
落と球節炎に伴う起立難渋と跛行であり食欲の低下は少ない。
　症状の進行は、初期に耳介先端の角化症が認められ、尾（主

3.治 療
　飼主が子牛の異常に気付いた際には病勢が進行して予後不
良になる例が多く、臍帯性多発性関節炎やマイコプラズマ性関
節炎との類症鑑別を早急に行うことが重要である。

4.予防対策
　本症が疑われる例に遭遇した際には、母乳と給与飼料のマイ
コトキシン汚染を確認し、子牛のマイコトキシン中毒の牛群に
対しては、原因の一つとしてマイコトキシンを疑う必要がある。
　マイコトキシンは乳牛の健康と生産性に悪影響を及ぼすば
かりでなく、最近、市販国産牛乳におけるマイコトキシン汚染が
確認されており、一般消費者に安全な乳生産品を提供する畜産
界にとって重大な問題である。早急な給与飼料と原乳中におけ
るマイコトキシン汚染の実態調査と安全規制、予防対策の研究
が必要である。
　本症の予防対策は乾乳牛と母牛に対するマイコトキシン予防
サプリメント（炭素粉末、化石サンゴなど）の飼料添加が有効で
ある。

写真1：マイコトキシ中毒を発症した子牛

写真2：耳介先端の壊死脱落

写真5：壊死脱落・脱蹄した後肢球節

写真6：壊死脱落した両側の後肢・尾

写真3：壊死した尾

写真4：炎症により腫脹した両側の後肢球節
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に中央部）の壊死➡後肢球節部の壊死脱落の順であり、後肢球
節部が冷感、疼痛まで進行した例は予後不良である。
　本症と臍帯性多発性関節炎や凍傷との類症鑑別を行うべき
である。
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